
令和6年度　まちづくりトーク　主な意見

開催日：10月2日（水）

会　場：吉舎コミュニティセンター

参加者数：25人

参加者の発言 市の発言 備考

三次市におけるふるさと納税の状況について聞きたい。三次と縁がある方々とのネットワークを生かして
いくと説明された。市外にいる家族や友達などに声もかけていくこともできるので、事業内容を教えてほし
い。

・近年、三次市におけるふるさと納税は、１億円程度が平均納税額である。ふるさと納税を活用して、財源
を確保することはもちろんのこと、三次のいろいろな特産品をＰＲしていく。ホームページにおける返礼品
の映り方など、専門業者と連携した取組を行っている。
・三次市外に本社がある企業から、ふるさと納税をしていただく制度として、企業版ふるさと納税にも取り
組んでいる。納税された企業側には税金控除のメリットがある。現在、いろいろな企業からの納税があり、
例えば、女子野球の取組に共感していただいた企業からの納税を財源にして、昨年の女子野球ワールド
カップの開催に関する経費の一部に充てるなどしている。企業と三次市と参加者の３者において、三方よ
しの事業を構築できる。

一般廃棄物最終処分場の候補地をどのように決めていくのか。地域から意見も出てくると思う。新聞を見
てもわからないことが多い。全国で課題となっており、地域全体に問題が出るので、慎重にしてほしい。

・一般廃棄物最終処分場を誘致したいという地域を公募している。今後は、専門家の皆さんに、どこが適
正地か判断していただく。取組状況に大きな変化があれば、議会にも、しっかりと報告していく。

・公募や市で挙げた地域の中から、２００か所ぐらいを地図上に落とし込み、土地の状況などを鑑み、２０
か所に絞った。そこから、環境クリーンセンターからの距離を含め、レッドゾーンやイエローゾーンに入って
いないかなど細かく調べて、４か所ぐらいに絞り込んでいる。今後は、簡易な設計を行い、予算がどのぐら
いかかるのか算出していき、最終的な検討結果を報告させていただく。最終処分場を埋め立てる前に、防
水シートを張り、浸出水が出ないようにして、そこから出た水についても、専用の水処理施設で綺麗にし
て、川に流す。地質調査も行い、埋め立てが原因で災害が起きないような箇所を選定していく。

・最終処分場については、いろいろな課題が全国的にはある。リサイクルなどによって、ごみを減らし、循
環型社会を構築することは、最終処分場の長寿命化にもつながる。既存の最終処分場についても、例え
ば１０年で一杯になるものをより長く活用することができる。今後も、市民の皆さんと一緒に、いろいろな取
組を進めていきたい。

三次市の子育て支援の充実を願っている。行政と市民が協働する自治体の事業として、赤ちゃんの幸せ
を願い、楽しい体験と絵本をセットでプレゼントするブックスタート事業が全国的に行われている。過去、三
次市でも行っており、４か月健診時に、三次の会場では図書館の職員と母子保健推進員が、吉舎の会場
ではボランティアが、絵本の読み語りを行うととともに、２冊の絵本と布のバック、そしてお話会の案内など
をセットで、赤ちゃんと保護者にプレゼントしていた。保護者には好評であった。約２年前に、児童手当が
増えたため、三次市ではブックスタート事業がなくなった。現在は、４か月健診時に、絵本を選んでもらい、
図書館の職員と母子保健推進員で読み聞かせをして、「家でも本を読んでください」などのアドバイスをす
ることや、お話し会の案内だけになっており、少し寂しい。広島県内の２３市町のうち、１２市町がブックス
タート事業に取り組んでいる。また、何かしらの形で絵本をプレゼントしている自治体は、７市町である。こ
のような事業は、母子保健や子育て支援、まちづくりなどにもつながっており、町が子育てを積極的に応
援していることを理解してもらえる。すぐに成果が出る事業ではないが、子どもを温かく見守るためにも、ま
た再開してほしい。

ブックスタート事業には、全国において自治体ごとの取組がある。三次市では、絵本のプレゼントはとりや
めている。ご意見は、今後の参考にさせていただく。

・Ｕターンして１０年になる。市政懇談会は、地域の課題を聞いてもらえる、いい取組である。今、地域に
とって緊要の課題は、持続可能な農業である。徳市地域は、農業を生業としている家がほとんどであり、
三次市は森林の比率が全国でも高い。この農林業に関わる問題として、特に獣害対策が重要である。毎
晩のようにイノシシやシカが出てくる状況であり、近年は、農業に相当の被害が出ている。市の政策を見
てみると、「幸せ」、「安全・安心」、「持続可能」、「地域の活力」などのいい言葉が並んでおり、これらも重
要ではあるが、農業を未来につないでいくことが重要である。「共創」という考え方からすれば、個人での
取組や地域で連携した取組ではなかなか解決できないので、やはり行政による支援が必要である。徳市
地域に住んでいる約１００人にアンケート調査をしたところ、約９０人からの回答があり、アンケートの回収
率は８８％であった。全１１項目の質問のうち、「地域の困りごとは何ですか」という質問に対して、鳥獣被
害という回答が圧倒的に多かった。小さな地域のことであり、深刻さがうかがえるが、市全域にも共通した
問題ではないか。鳥獣被害は、農業に多大な損害を与えるため、対策をお願いしたい。
・電気柵では、もう全然効果がない。人間がいる中で生きているような感じになっている。シカやイノシシと
の衝突事故に遭遇した人も多い。仮に、子どもたちが通学途中に襲われたり、高齢者などが遭遇して、け
がをされたりということを危惧している。

鳥獣被害については、市域全体の問題である。今、箱わなの設置やICTを活用した駆除、あるいは駆除資
格を取るための補助などの取組をしている。農業被害額の減少や、イノシシやシカの減少につながる抜本
的な対策は、まだ見いだせていない。駆除班や地域の皆さんの取組によって、年々、シカやイノシシの捕
獲頭数は増えているが、それ以上に人里近くに生息する個体数が増えているのではないか。広島県内の
各自治体では鳥獣被害が拡大しており、広島県もtegosという組織を立ち上げ、鳥獣被害に対するスペ
シャリストを育成し、それぞれの自治体に派遣しはじめた。tegosに加入することによって、専門家として鳥
獣被害対策を継続することができるというメリットがある。来年度に向けて、三次市も加入を検討しており、
専門家との連携をしっかり取りながら、新たな取組につなげていきたい。また、鳥獣被害対策における講
習会や研修会などを充実させることによって、地域ぐるみで鳥獣被害対策に立ち向かっていきたい。市と
して可能な限り、今後も、支援メニューを検討していく。近隣の島根県美郷町では、麻布大学のサテライト
キャンパスがあり、鳥獣に関する研究を進められている。今後、情報交換を行いながら、三次市に合う対
策があれば積極的に導入するとともに、効果的な対策につなげていきたい。

中国地方全体で力を合わせて、鳥獣対策ができればいい。地域ではどうにもならない問題である。

―

電動カーを利用している高齢者が増えている。また、中高生も自転車で通学している。道路から歩道へ乗
り上げる段差で転倒する可能性が高いことから、段差を解消してほしい。国道と市道が交わる箇所から対
応してほしい。ふるさと納税の一部を財源として活用してはどうか。

市内において、歩道と車道に段差がある箇所は多い。全てを解消することは財源的にもできないため、例
えば、通学路のどこが危険なのか、あるいは、高齢者の皆さんが地域の中でどの道路を電動カーで運転
することが多いのかなどをヒアリングさせていただきながら、関係機関と連携して、どのような対策ができる
のか協議して、進めていきたい。

【住民自治組織へ回答】
具体的な箇所について確認しました。　今
後、道路管理者である広島県と協議し対応
を検討したいと考えています。

毘沙門橋から吉舎駅までは、夜間の防犯灯がない。冬場になると暗く、中学生や高校生は困っている。景
気の良かった昔は、お店や街灯協議会がスポンサーとなって、街灯をつけていたが、住民も少なくなり、会
は解散されている。住民自治組織、学校や市危機管理課にも相談しているが、解決されていない。安全面
から検討してほしい。

暗い箇所であると認識している。今まで、各住民自治組織や常会などが、防犯灯の新規設置や、LED化に
かかる補助金を活用し、地域の防犯灯を整備された。今後、住民自治組織と協議するとともに、行政とし
てどのような対応ができるのか検討していく。

【住民自治組織へ回答】
通学路への防犯灯の新設や直接管理を市
は行っていません。吉舎町自治振興連合
会とも協議しましたが、連合会が特定の場
所へ防犯灯を設置し、管理することは難し
い旨、回答をいただいています。設置目的
にもよりますが、三次市ＬＥＤ防犯灯設置補
助金を活用し、地域や団体等で防犯灯の
設置をご検討いただきたいと考えます。

道沿いの倒れそうな木を伐採してほしい。例えば、吉舎地区のセブンイレブンの反対側にある熊野神社の
そばの木や、オリエントハウスの上り口の木が倒れそうである。

・道路に架かる木や竹は、まずは、所有者に対応していただき、市が管理している山については、市で対
応する。ただし、状況に即して対応している。
・国及び県では、馬洗川などの河川において、樹木の伐採や堆積土砂の撤去などにより河川環境を良く
し、防災・減災につなげていく取組を強化している。平成３０年の西日本豪雨災害をはじめ、災害が頻発し
ており、現在、国は予算を確保している。今後においても、それぞれの地域で安心して住むことができる環
境をつくるため、国に対して、地域の声を届けるとともに、予算の確保や、規制の緩和などを要望してい
く。

吉舎支所周辺が整備され、河川側に親水公園がつくられるとともに、吉舎１０４という建物がシンボルタ
ワーという形で１９９３年につくられた。もともとあった一里塚が倒れ、それの代わりに一里塚ができた。ま
た、尾崎山公園にある五重塔では、電球のイルミネーション電飾が行われている。吉舎地区の街中にある
２つのシンボルタワーをLEDライトにして、観光の目玉にしてほしい。８月１５日には、吉舎地区の風物詩で
ある、灯篭と花火のふるさと祭りがあり、これは光を大事にするお祭りの一つである。夜を綺麗にイルミ
ネーションで飾ることができれば、観光の一つになると思う。行政には、電球からLEDに変えていただく整
備事業をしてほしい。

一里塚や、尾崎山の五重塔のイルミネーションについては、要望として受け止めさせていただく。

よっしゃ吉舎は、文化芸術および情報発信の拠点になっており、活用される方も増えている。建物は破損
することから、必要な修繕をしてほしい。このホールの音響反射板が破損した。音響反射板修繕に係る支
払いについて、指定管理者である住民自治組織と市、どちらが負担すべきか。

反射版の修繕については、担当部署へ確認させていただく。 【住民自治組織へ回答】
指定管理料の中で支払が可能であれば支
払いをお願いしたい。難しいようであれば
市で負担します。

今年、健康診断をしていただいた。今までは２日あったが、今年は１日しかなかった。申し込み段階で、健
診項目のうち胃がんの検査も希望したが、申込がいっぱいで断られた。いつまでも元気に、健康でいた
い。希望する健診内容は受けることができるようにしてほしい。

市では、健康寿命の延伸をめざし、年をとっても、元気で生活をしていただくための事業を行っている。そ
の中で、病気の予防や検診は非常に重要である。健診については、総合集団健診や個別健診などがあ
り、予算も限られていることから、申込をした全員が健診することは難しい面もあると思う。市民の皆さんの
思いにできる限り沿えるような形で実施していくため、早い段階で、市民の皆さんに健診の情報をお届け
できるように工夫していく。事前の申込状況と、お断りさせていただいた具体的な理由について、確認させ
ていただきたい。

【住民自治組織へ回答】
総合集団健診の日程は、利便性や受診状
況等を勘案し、計画しています。今年度、過
去の各会場の受診実績を踏まえて、健診
受託業者と協議を行い、健診日程を見直し
ました。がん健診の種類により定員が異な
るため、希望のがん健診を希望の会場で受
けていただけないことがありますが、その場
合、希望の健診を受診いただける別の会場
をご案内しています。ご希望の健診を受け
ていただけるよう、適切なご案内をすること
を徹底します。
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・コミュニティスクールやネウボラなど、いろいろな取組をしていただいている。吉舎地区では、保・小・中・
高までの継ぎ目のない子育て活動を、地域や学校の先生などの皆さんにより推進していただいている。日
彰館高校の体育祭では、保育園児と高校生との交流があった。保育園児が走る際に高校生が応援すると
ともに、声を掛け、子どもたちと手をつないで、座る場所などへのサポートをされていた。コミュニティスクー
ルなどを通じて、子どもたちが育つ姿を見に来てほしい。
・日彰館高校の生徒たちの通学電車は、毎日、満車である。行政の役割ではないかもしれないが、改善の
ために取り組んでほしい。

保育所から高等学校まで切れ目のない、地域ぐるみの子育て支援をしていただいている。いろいろな行事
を企画され、保育所の子どもたちと高校生が一緒に行事や活動ができることは、吉舎地区の強みである。
今後も、地域や学校から情報を届けていただき、また、私たちも意識的に情報収集して、一緒に、行事や
活動に参加していきたい。社会総ぐるみで、子どもを応援し、まちづくりやひとづくりにつなげていきたい
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